
 

熊本県立大学新学部棟新築工事設計業務委託 質問回答② 

No. 表題 質問事項 回答 

19 熊本県立大学新学部棟新築工事設計業務

委託仕様書 

第１章７計画概要（３）配置計画 

 「配置計画にあたっては、流域治水実験水路、雨庭を考

慮した・・」と記載がありますが、流域治水実験水路と雨

庭を避けて計画をするという意味でしょうか。流域治水実

験水路と雨庭の現在の利用状況と併せてご教示お願いし

ます。 

 

 流域治水実験水路と雨庭を避けた計画としてくださ

い。 

 流域治水実験水路は、水理模型実験用の施設で、随時

実験を実施しています。施設の概要については、下記 HP

の記事も参照してください。 

  https://puk-loveratory.com/activity/11849/ 

 雨庭では、隣接する体育館の屋根に降る雨水を流しい

れ、流入出量の計測を行っています。 

 

 

20 熊本県立大学新学部棟新築工事設計業務

委託仕様書 

第１章７計画概要（３）配置計画 

 「まとまったスペース（フットサルができるスペースを

２面程度）」と記載がありますが、あくまでスペースの確

保であり、フットサルコート２面分の設計を行うものでは

ないという理解でよろしいでしょうか。 

 

貴見のとおりです。 

21 別紙１設計業務委託仕様書成果品リスト 

２（７）、４（８） 

 実施設計段階における工事費概算書の位置づけについ

て、工事費内訳書によって賄われるものと考えてよろしい

でしょうか。それとも、積算着手前に工事費概算を算出す

るという意味でしょうか。工事費概算書の位置づけにつき

まして、ご教示お願いします。 

 

 

「２（７）、４（８）工事費概算書」には、実施設計に

基づき、工事に要する費用（共通費、消費税等を含む費

用）を算出してください。 



22 別紙１設計業務委託仕様書成果品リスト 

別表 図面一覧 工事区分 建築 

 敷地造成図とありますが、月出フィールド内に高低差が

あり、新学部建設にあたり、基礎工事に係る掘削を除き、

建物周辺で切土や盛土（造成工事）が発生するということ

でしょうか。それとも、「以下の図面より工事に必要な場

合、作成する。」と記載ありますので、あくまで必要な場

合に敷地造成図を作成するという理解でよろしいでしょ

うか。 

 

必要な場合に敷地造成図を作成してください。 

23 別紙１設計業務委託仕様書成果品リスト 

別表 図面一覧 工事区分 建築、電気

設備、機械設備 

 既存棟改修工事設計図とあり、既存棟改修とは新棟と既

存棟のインフラ接続と推察されます（既存校舎の改修の場

合は別途と考えます）。一方、インフラの情報については

設計段階で提供いただけると質問回答をいただいており

（No. 13）、現段階ではどの程度の業務量か算出が困難な

状況です。既存建物との接続が必要となるインフラ（電気、

上下水道、弱電、ガス等）の項目や接続位置（敷地内のど

の部分、どの建物のどの部分等）の情報だけでも提供いた

だけないでしょうか。 

 

既存棟改修工事設計図については、貴見のとおりです。 

新学部棟に必要なインフラについては、一般的な項目

とし、接続位置は、本部棟、既存受電室もしくは隣接既

存棟とします。 

基本設計時に、提供する資料を基に調査のうえ、必要

インフラ項目の接続位置等を計画してください。 

 


